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宅配管理プレミアム操作マニュアル（V10 からの機能） 

送り状種類一括変更ツール 

最終更新日：2022/09 

ミライソフト（有） 

 

Ver10 より、これまで別プログラムとして利用可能だった「送り状種類一括変更ツール」を、システム内のメニ

ューに追加しています。これは、既に登録済の送り状データの伝票の種類を一括で変換するものです。 

 

旧バージョンでは、リピーター選択から過去の履歴をコピーして送り状データを作成する際に、伝票種類も過去

データと同じものを初期値としてセットしていました。 

 

 

Ver10 からは、オプション設定で初期表示する送り状種類を、使用送り状登録の初期の伝票に変更する事ができ

ます。過去データを変更せず初期値を設定したい場合には、オプション設定の変更をお願い致します。 

 

1. オプション設定 

[初期設定]ボタン→初期設定タブ内[オプション登録] 

 

  

チェックしている届け先の前回

送った送り状種類が初期値とし

てセットされていました。 
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2. どんなケースの場合に使用するのか？ 

それではどんな場合に“送り状種類一括変更”を使うのでしょう。 

これまでお客様から頂いているご要望で多いのは以下のケースです。 

 

 使用送り状登録を誤って設定したままで、注文データの入力を大量にしてしまった。 

 

例えば、今シーズンから伝票種類を変更したかったのに注文登録だけは全て別な伝票種類で行ってしまった。 

または初めてのご利用で、実際印刷してみたらズレが発生していて、初期設定した伝票自体間違った注文登録を

大量に行ってしまった。というケースです。 

 

この場合、既に登録済の伝票種類を一括で変換可能です。 

注意点は、過去データを全て変換してしまう為、今シーズンの分だけというような期間指定はできません。 

ご注意ください。 

 

3. 処理前の準備 

① バックアップ 

処理前に現在の状態に戻せるように、クラウド版以外のお客様は必ずバックアップを取ることをお勧め

致します。 

上メニュー[保守]→ [バックアップ] 

② 送り状種類の確認 

[初期設定]ボタン→初期設定タブ内[使用送り状登録] 

使っていた伝票の種類、変換する種類を確認して名称をメモしてください 

 

③ 伝票数の確認 

予め伝票が何枚くらいあるか、伝票種類で検索しておくと処理後に確認できます。 

送り状印刷メニュー→ [注文受付修正]→[一覧検索] 

（5.処理が実行されたか確認する方法 参照） 

使用にチェックが入っていない

と、変換処理の際に選べません 
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4. 処理の実行 

上メニュー[ツール]→ [送り状種類一括変更ツール] 

 
 

 

 

[変更実行]をクリックすると、すぐに処理が実行されます。 

処理が完了すると、以下のメッセージが表示されて完了です。 

 

  

複数の宅配管理者を登録してい

る場合、宅配管理者毎の処理と

なります。リストで切り替えら

れます。 

伝票種類をプルダウンのリスト

から選択できます。 

一覧は送り状印刷で使用にチェ

ックを入れているものと、シス

テム印刷物です。 
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5. 処理が実行されたか確認する方法 

 

送り状印刷メニュー→ [注文受付修正]→[一覧検索] 

 

注文受付修正で、処理の前後で該当する伝票種類を確認すると、変換された事を確認できます。 

 

 

最初に確認した伝票数が全て新しい伝票で抽出できていれば、処理が正常に終了しています。 

 

 

※ 尚、本書で使用する氏名／住所／電話番号等のデータは、すべて架空のものです。 

同姓同名の方は、恐縮ですがご容赦いただきたくお願い申し上げます。 

以上 

 

伝票の種類を選択 


